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第１編 

 

【１】 期  日 平成２９年５月１９日（金）セッティング、会場練習、開会式 

      ２０日（土）審判会議、代表者会議、競技 

      ２１日（日）競技、カッティング、通過者会議、閉会式 

          

【２】 会  場 岡山県総合グラウンド 体育館（ジップアリーナ岡山） 

(所在地) 岡山市北区いずみ町２番１－３ 

 (ＴＥＬ) ０８６－２５６－３９４４ 

                                                

【３】 主  催 西日本学生体操連盟 

 

【４】 主  管 関西学生体操連盟  九州学生体操連盟  東海北信越学生体操連盟 

 

【５】 後  援 岡山県 和歌山県 岡山市 和歌山市 岡山県教育委員会 和歌山県教育委員会 

和歌山市教育委員会 岡山県体操協会 和歌山県体操協会  

（公社）おかやま観光コンベンション協会 （公社）和歌山県観光連盟 読売新聞社  

山陽新聞社（公財）日本体操協会 全日本学生体操連盟  

 

【６】 協  賛 調整中 

 

【７】 参加資格  

〔１〕 今年度、全日本学生体操連盟規定に基づく加盟を成した、関西支部、九州支部、東海北信越支部に所属 

する大学（専修学校、高等専門学校を含む、以下省略）の者。 

〔２〕 全日本学生体操連盟への登録が４回以下の者で、各大学所在地の都道府県体操協会の定める登録規定 

により登録を済ませた者。 

〔３〕 登録・加盟については（公財）日本体操協会及び全日本学生体操連盟に５月１日までに登録・加盟を成

せば認める。但し、新入生は大会前日までとする。 

〔４〕 チームのメンバー、補欠及び個人の選手は本年度支部インカレの出場の有無に関わらず任意に変更可とする。 

〔５〕 本年度支部インカレにチームで出場した大学はチーム出場を認める。 

〔６〕 本年度支部インカレに個人で出場した選手は、個人出場を認める。但し、本年度支部インカレに出場していな

い選手への変更は認めない。 

〔７〕 下記に該当する大学及び選手は、本大会への出場を認めるものとする。 但し、大学名、選手名、理由等 

を書面に記入し、責任者の押印の上、所属している学生体操連盟に提出し、会長と委員長の承認を得るこ

と。 

・全日本学生体操連盟の登録が初回の者で、本年度支部インカレに出場できなかった者。 

・怪我及びやむを得ない事情により本年度支部インカレに出場できなかった者。 
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第２編 

 

【１】 競技種目 

〔１〕 団体選手権 ＜男子＞ 徒手 

            ＜女子＞ フープ５・ボール３ロープ２ 

〔２〕 個人総合選手権 ＜男子＞ スティック・リング・ロープ・クラブ 

            ＜女子＞ フープ・ボール・クラブ・リボン 

〔３〕 種目別選手権  ＜男子＞ スティック・リング・ロープ・クラブ 

            ＜女子＞ フープ・ボール・クラブ・リボン 

 

【２】 参加人数 

   ＜男子＞  

   １チーム８名（補欠を含む） 

個人参加は各大学無制限とする。 

 

＜女子＞  

１チーム６名までとする。 

個人参加は各大学８名までとする。 

・全日本新体操選手権大会と同様の競技方法とし、種目別のみの出場は認めない。 

・女子は６名の場合、全員必ずどちらかの種目に出場しなければならない。 

 

【３】 競技方法 

〔１〕 男子・・・（公財）日本体操協会採点規則２０１５年版を適用する。 

   女子・・・（公財）日本体操協会採点規則２０１７年―２０２０年版、 

及び新体操ヘルプデスク最新版を適用する。 

〔２〕 試技順・ゼッケンナンバー（着用しなくてもよい）は、本連盟にて決定する。 

〔３〕 競技中の負傷により演技の継続が不能になった場合、残りの種目の得点は0.000とする。 

〔４〕 0.000は棄権ではなく、得点として扱う。 

〔５〕 試技順については以下の通り公開抽選にて行う。 

①個人抽選について 

選手または大学の代表者によるくじ引きにて決定する。 

②団体抽選について 

大学の代表者によるくじ引きにて決定する。 

女子は１種目目のみ抽選をし、２種目目は1種目目の競技成績により決定する。 

③出欠について 

出席する大学は西日本学生体操連盟ホームページより、参加申し込みをすること。 

出席できない大学は、本部による代理抽選とする。 
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【４】 順位の決定 

〔１〕 団体選手権 

・男女共、1回の試技の得点により順位を決定する。 

・女子の順位は２種目の合計得点により決定する。 

〔２〕 個人総合選手権 

各種目の得点の総合得点によって決定する。 

但し、全種目の演技を実施しなければこれに該当しない。 

〔３〕 種目別選手権 

各種目の得点により決定する。 

但し、全種目の演技を実施しなくても表彰の対象とする。 

〔４〕 男子同点の場合の順位優劣は学連ルールに準ずる。（同点順位について参照） 

女子同点の場合の順位優劣は採点規則に準ずる。 

 

【５】 表彰について 

〔１〕団体選手権 

優勝  賞状・メダル・優勝杯 

２～３位  賞状・メダル 

〔２〕個人総合選手権 

優勝～３位  賞状・メダル 

４～６位  賞状 

〔３〕種目別選手権 

  優勝～６位  賞状 

〔４〕団体種目別選手権  

優勝        賞状 
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【６】 審判員派遣について 

〔１〕 参加選手の人数によって審判員を派遣すること。派遣人数は以下の通りとする。 

   〈男子〉 

 ・１～２名出場する大学・・・１名 

・３名以上出場する大学・・・２名 

〈女子〉 

・個人４名以上出場する大学・・・２名 

 ・チーム参加する大学    ・・・３名 

〔２〕 審判員の資格は２種以上とする。尚、学生は認めない。 

但し、本部より特別に派遣する場合もある。 

〔３〕 監督は原則、審判員を兼任することはできない。 

但し、本部の認めた者はこの限りではないが書面をもって本部に連絡し許可を得ること。 

〔４〕 審判員を派遣できない大学は、1名につき40,000円の依頼費をもって本部に依頼すること。 

〔５〕 審判員編成については、その一切を本部に委任すること。 

〔６〕 派遣審判員にかかる費用について昼食費以外は全て大学が負担すること。 

 

【７】 補助役員について 

〔１〕 参加大学は１名の補助役員を派遣すること。 

〔２〕 男女別で派遣すること。 

〔３〕 補助役員は、出来る限り審判員資格３種以上を有する者が望ましい。 

〔４〕 補助役員を派遣できない大学は、１名につき10,000円の依頼費をもって本部に依頼すること。 

〔５〕 補助役員はセッティング・補助役員会議への参加を義務付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

 

 

【８】 ＩＤについて 

〔１〕 競技中の競技区域に入れるものは、大会役員・審判員・補助役員・選手・コーチ・チームリーダーとする。 

〔２〕 チーム出場の場合のみチームリーダーを１名つけることができる。 

〔３〕 選手は以下の人数のコーチをつけることができる。 

   ・1チームにつき     １名 

   ・個人選手は２名につき １名 

〔４〕 トレーナー申請を希望する大学は、フィジカルトレーナー・メンタルトレーナーに関わらず、トレーナーの 

申請人数は男女共、各１名までとする。 

※ 原則として、トレーナーは他大学の選手の身体的ケア、及び救護を行ってはいけない。 

所属大学の選手が負傷した場合は、大会本部の派遣する救護委員の指示に従うこと。 

〔５〕 監督およびトレーナーはＩＤを保持すること。但し、競技中は競技区域に入れない。 

〔６〕 音楽係のＩＤ保持者は、音楽席のみとする。 

〔７〕 本部区域に入れるものは、大会役員および審判員のみとする。 

〔８〕 競技区域および本部区域は部報に掲載する。 

 

【９】 第６９回全日本学生新体操選手権大会通過及び出場について 

〔１〕 本大会に出場しない選手は、第６９回全日本学生新体操選手権大会の出場を認めない。 

但し、本大会に出場していなくても、全日本学生体操連盟が推薦する選手はこの限りではない。 

〔２〕 本大会は第６９回全日本学生新体操選手権大会の予選を兼ねており、全日本学生体操連盟の基準に 

   基づいて決定する。 

 

＜団体競技＞ 

男子 ・・・ 同一大学２チームを本大会への通過チームとして認める。  

女子 ・・・ 各大学上位８位までのチームを本大会への通過チームとして認める。 

 

※女子は、同一大学における通過チームは、上位１チームまでとする。それ以上のチーム数が団体体操選手権 

上位８チーム内に含まれたとしても通過の対象外となる。よって、そのチーム数分他大学の通過順位が繰り上 

がる。 

   ※女子８位同点の場合の順位の優劣は採点規則に準ずる。※通過者会議以降の繰り上げ通過は認めない。 
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＜個人競技＞ 

男女 ・・・ 個人総合選手権上位２５位までの選手を本大会への通過者として認める。 

 

※同一大学における通過者は男子上位８位、女子上位６位までとする。 

それ以上の人数が個人総合選手権上位２５名に含まれたとしても通過の対象外とする。よってその人数分、

他大学の通過順位が繰り上がる。 

※通過者が２５名に達しない場合、女子は７位以降の選手の通過を認める。 

この場合、点数の高い順に通過者が２５名に達するまで繰り上げるものとする。 

※男子２５位または、同一大学内の８位が同点の場合の順位優劣は学連ルールに準ずる。（同点順位につ

いて参照）。女子２５位同点の場合の順位優劣は採点規則に準ずる。また、同一大学内の６位が同点

の場合は種目別選手権において最高得点を得た選手の通過を認める。 

 

※通過者会議以降の繰上げ通過は認めない。 

※推薦基準について（別紙参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

第３編 その他 

 

【１】 デッキおよび付属品は、本部が設置するが、各大学持参しても良い。 

【２】 大会役員、審判員、補助役員は、競技中いかなる理由をもってしても、選手の指導、 

また他の任務を受諾することはできない。 

【３】 プラカードは各大学で用意すること。本部ではご用意できません。 

【４】 原則として締め切り期日以降の欠場は認めるが、参加費等は返却しない。 

参加申込み締め切り時点の金額を支払うこと。 

【５】 喫煙所以外での喫煙を禁止する。 

【６】 体育館内を使用する場合は清潔を保つように心がけ、各自責任をもって処理すること。 

   大会期間中に出たごみは各大学で必ず処理すること。 

【７】 器具及び会場設備破損の場合には、参加者全員を持ってその弁済にあたる。 

【８】 撮影については、申請をしたものに限り許可する。 
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第４編 参加申し込みについて 

 

【１】 エントリーについて 

Web締め切り  ・・・・  ５月１日（月）１８時 

エントリー内容確認期間 ・・・・ ５月２日（火）～５月３日（水）１２時 

振り込み期間  ・・・・ ５月８日（月）～５月９日（火） 

※ エントリーの詳細については別紙参照 

 

部報掲載予定日  ・・・・ ５月７日（土） 

 

【２】 公開抽選について 

   抽選日   ・・・・  ５月６日（土） 

   場 所   ・・・・  靭テニスセンター 会議室４ 

※ 公開抽選の詳細については別紙参照 

 

【３】 参加費について 

参加費(医療費含む)     12,000円 

審判依頼費            40,000円 

補助役員依頼費     10,000円 

プログラム協賛金(男女別々に5名以上参加の場合のみ) 10,000円 

 

〔１〕 参加費は本連盟指定の銀行へ締め切り期日までに必ず大学名で振り込むこと。尚、銀行振り込み

以外は認めない。 

〔２〕 大学名の前に「シン」と付け加えること。 

〔３〕 原則として締め切り期日以降の欠場は認めるが、参加費等は返却しない。 

参加申し込み締め切り時点の金額を支払うこと。 

 

【３】 振り込み先 

三井住友銀行 立売堀
い た ち ぼ り

支店（店番号：123） 

口座番号：1527172 西日本学生体操連盟 会計 尾上 拓未 

 

【４】 申し込み・問い合わせ先 

〒５５０－０００４ 

大阪市西区靭本町２－１－４ 大阪スポーツマンクラブ内 西日本学生体操連盟 

大会について（水田)・・・・・・・０９０－１１５４－６９４０ 

エントリーについて（尾上）・・・０８０－３８５０－６９４０  

E-mail kansaigymgakuren@gmail.com 
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同点順位について（男子） 

 

【１】表彰について 

〔１〕 団体選手権、個人総合選手権、種目別選手権ともに同点は同順位として表彰する。 

 

【２】通過に関する同点順位の順位優劣について 

※下記の条件に当てはまるものを上位とする。 

〔１〕 個人総合選手権 

①個人４種目のうち１種目高得点を出した選手。 

②上記①において同点の場合、２種目目→３種目目→４種目目と順に高得点を得た選手。 

③上記②において同点の場合、抽選とする。 

 

〔２〕 個人種目別選手権 

①採点審判員全員の点数を足した点数が高い選手。 

②上記①において同点の場合、構成主審の点数が高い選手。 

③上記②において同点の場合、構成１審→２審→３審・・・と順に高得点を得た選手。 

④上記③において同点の場合、抽選とする。 

 

〔３〕 団体体操選手権（徒手） 

①採点審判員全員の点数を足した点数が高いチーム。 

②上記①において同点の場合、構成の点数が高いチーム。 

③上記②において同点の場合、構成主審の点数が高いチーム。 

④上記③において同点の場合、構成１審→２審→３審・・・と順に高得点を得たチーム。 

⑤上記③において同点の場合、抽選とする。 

 

＊この順位決定方法は、学連が主催する大会のみ適用されるものとする。 
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推薦基準（女子） 

 

西日本インカレ（全日本インカレ予選）に出場しない選手が、全日本インカレ出場する際の「推薦基準について」 

 

下記事由により参加できなかった場合、該当選手はその理由を証明する書類を添えて申請する。 

出場可否の判断は学連に委ねる。 

 

〔１〕 選手の資格 

  ①日本体操協会において認められたナショナル選手 

  ②前年度の全日本選手権大会において個人総合8位以上の成績を修めている選手 

  ③その他、上記①②と同等の評価がされる選手 

  ④天災、法定伝染病などの理由により、西日本インカレに出場できなかった選手 

 

〔２〕 西日本インカレ出場不可の理由 

  ①ナショナル選手として日本体操協会より派遣された競技会の期日と、西日本インカレの期日と重複 

  ②怪我などの故障 

  ③天災の影響 

  ④法定伝染病などの理由により、所属大学より競技会参加の許可が下りなかった場合 

 

〔３〕 参加枠の取り扱い 

  ①上記２の①の場合は該当の選手の出場を認める。 

  ②必ず東西日本インカレに参加登録をし、上記２の②③④の理由により棄権した場合 

   大学に与えられた人数枠内（原則として６名）で、該当の選手の出場を認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


